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■
内
容
■

� 
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡 

征
服
王
メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
の
再
建

� 
フ
ェ
ネ
ル 

ギ
リ
シ
ア
人
貴
族
の
町

� 

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル 

改
宗
者
た
ち
の
活
躍 

� 

エ
ユ
ッ
プ 
正
統
イ
ス
ラ
ム
教
国
家
へ

� 

七
つ
の
丘 

壮
麗
王
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
の
栄
華

� 

ト
プ
カ
プ
宮
殿 

ハ
レ
ム
が
起
こ
し
た
乱
世

■
歴
史
年
表
■

一
五
世
紀	

「
大
航
海
時
代
」（
～
一
七
世
紀
前
半
）

一
四
八
一
年	

メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
死
去

一
四
九
二
年	

レ
コ
ン
キ
ス
タ
完
了
、

	

セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
ム
の
受
け
入
れ

一
五
一
七
年	

聖
地
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
の
領
有

一
五
二
〇
年
頃	

「
女
性
た
ち
の
王
朝
」（
～
一
六
五
一
年
）

一
五
二
九
年	

第
一
次
ウ
ィ
ー
ン
包
囲

一
五
三
五
年
頃	

カ
ピ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
開
始

一
五
三
八
年	

プ
レ
ヴ
ェ
ザ
の
戦
い

一
五
七
一
年	

レ
パ
ン
ト
の
戦
い

一
六
五
六
年	

宰
相
キ
ョ
プ
リ
ュ
リ
ュ
の
改
革
開
始

一
六
八
三
年	

第
二
次
ウ
ィ
ー
ン
包
囲

一
六
九
九
年	

カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
条
約	

	

西
欧
へ
の
初
の
領
土
割
譲

一
七
一
八
年	

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
時
代
」（
～
一
七
三
〇
年
）

一
八
二
一
年	

ギ
リ
シ
ア
独
立
蜂
起
（
一
八
三
〇
年
独
立
）

一
八
二
六
年	

イ
エ
ニ
チ
ェ
リ
廃
止

一
八
三
〇
年
代	

エ
ジ
プ
ト
半
独
立

タクシム広場

トプハネガラタ塔

ウスキュダル

カドゥキョイ

エユップ

ベシックタシュ

ガラタ

金角湾

アフリダ・
シナゴーグ

フェティエ・モスク

イエニ・モスク
スレイマニエ・
モスク

征服王
モスク

フェネル

エジプト・バザール

グランド・バザール

エディルネ門

大城壁

サマトヤ

イエディクレ

コンスタンティ
ノープル
世界総主教座

アルメニア・
オーソドックス
イスタンブール
総主教座

スルタン・
アフメット・
モスク

アヤソフィア

トプカプ宮殿

●

●

● ●
●

●

●

●●
●

●●
●

●
●

● ボスポラス海峡

（アジア側）（ヨーロッパ側）

マルマラ海

ベイオウル

⇦

⇦

フェナリ・イサ・モスク（コンスタンティン・リプシス教会）
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�	

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡 

メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
の
再
建

第
四
部
◎
オ
ス
マ
ン
帝
国（
前
）

� 
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡 

征
服
王
メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
の
再
建

新
ロ
ー
マ
皇
帝
、
第
二
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

「
エ
イ
ス
・
テ
ィ
ン
・
ボ
リ
ン
」。「
そ
の
街
で
は
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
だ
。
こ
れ
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
陥
落
後
、
街
の
新
し
い
名
前
と
し
て
広
ま
っ
た
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
」
の
語
源
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
周
辺
で
は
陥
落
の
ず
っ
と
前
か
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
、
オ
ス
マ
ン
軍
、
異
邦
人
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
、
ギ

リ
シ
ア
語
で
「
そ
の
街
で
は
」
と
言
っ
て
、
城
塞
都
市
の
中
で
の
様
子
を
し
き
り
に
噂
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
オ
ス
マ

ン
軍
は
そ
れ
を
情
報
源
に
し
、
作
戦
を
立
て
る
。
あ
ま
り
に
日
「々
そ
の
街
で
は
」
と
語
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
が
「
街
」

の
陥
落
後
、
そ
の
ま
ま
名
前
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
名
前
は
陥
落
の
日
を
境
に
消
え
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
変
わ
っ
た
と
思

わ
れ
て
い
な
い
か
。
こ
れ
は
間
違
い
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
名
前
は
消
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
キ
リ
ス

ト
教
の
言
語
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
」
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
公
式
に
使
え

な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
立
場
か
ら
の
呼
び
名
と
す
る
た
め
、
昔
か
ら
ア
ラ
ブ
人
が
ア
ラ
ビ
ア
語
訛
り
で
言
っ
て

い
た
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ニ
ヤ
」
を
借
用
し
た
の
だ
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
名
前
が
あ
と
か
ら
自
然
発
生
し
、
定
着
し

て
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ニ
ヤ
は
ず
っ
と
併
用
さ
れ
た
。

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
代
わ
る
“
新
ロ
ー

マ
帝
国
”
と
し
て
、
由
緒
あ
る
名
前
を
守
る
の
だ
。
そ
し
て
メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
は
“
新
ロ
ー
マ
皇
帝
”
だ
っ
た
。
こ
れ

が
、
彼
が
「
カ
イ
ゼ
リ
・
ル
ム
（
ロ
ー
マ
皇
帝
）」
を
名
乗
っ
た
理
由
の
一
つ
だ
。

彼
は
オ
ス
マ
ン
軍
か
ら
「
フ
ァ
ー
テ
ィ
ヒ
（
征
服
王
）」
と
讃
え
ら
れ
た
。
ペ
ル
シ
ア
王
の
使
っ
た
称
号
で
「
パ
ー

デ
ィ
・
シ
ャ
ー（
最
も
偉
大
な
る
支
配
者
）」
と
も
呼
ば
せ
て
い
る
。
メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
が
意
識
し
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年

前
ペ
ル
シ
ア
を
倒
し
て
東
方
世
界
の
盟
主
と
な
り
、「
ア
ジ
ア
の
王
」
を
名
乗
っ
た
同
じ
ト
ラ
キ
ア
出
身
の
若
者
の
は
ず

だ
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
人
物
は
、
ス
ル
タ
ン
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
征
服
を
果
た
し
た
の
と
同
じ
二
三
歳
で
、
壮

大
な
東
方
世
界
の
盟
主
に
な
る
道
を
つ
け
る
ア
ナ
ト
リ
ア
征
服
を
果
た
し
た
。
古
代
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
国
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
大
王
で
あ
る
。
な
お
「
ス
ル
タ
ン
」
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
社
会
の
世
俗
君
主
を
意
味
す
る
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
救
済
者

で
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
翌
朝
、
メ
フ
メ
ッ
ト
二
世
が
い
よ
い
よ
カ
イ
ゼ
リ
・
ル
ム
に
な
っ
た
の

を
ど
う
実
感
し
た
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。
初
め
て
城
塞
都
市
内
に
入
城
し
た
彼
は
、
都
大
路
メ
セ
を
東
へ
と
進
む
道
中
、

左
右
に
次
々
と
、
歴
代
ロ
ー
マ
皇
帝
ゆ
か
り
の
場
所
を
見
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
バ
ス
通
り
（
フ
ェ
ヴ
ズ
ィ
・
パ
シ
ャ
通


